
JFA 第２６回全日本フットサル選手権大会 栃木県大会要項 

 

 １ 名  称  

   JFA 第２６回全日本フットサル選手権大会 栃木県大会 

 ２ 主  催  

  (公社)栃木県サッカー協会 

 ３ 主  管  

  (公社)栃木県サッカー協会フットサル委員会 栃木県フットサル連盟 

 ４ 協  賛  

  （調整中） 

 ５ 日  程  

（１）開催日 2020 年１０月 11 日（日），18 日（日），25 日（日）， 

11 月 1 日（日），15 日（日）、22 日（日） 

（２）会 場 真岡スポーツ交流館（10/11、18、25、,11/１） 

県北体育館（11/15、22） 

 ６ 参加資格  

（１）公益財団法人日本サッカー協会（以下、日本協会）に「フットサル１種」または「フットサル２種」

の種別で加盟登録した単独チームであること。 

（２）日本協会に承認を受けたクラブを構成する加盟登録チームについては，「フットサル 1 種」チームは、

同一クラブ内の他の加盟登録チームに所属する選手を、移籍登録なしに参加させることができる。な

お、本項の適用対象となる選手の年齢は、「フットサル 2 種」のみとし、「フットサル 1 種」年代の選

手は適用外となる。 

（２）第 1 項、または、第 2 項のチームに所属する２００５年４月１日以前に生まれた選手であること。

男女の性別は問わない。 

（３）外国籍選手は１チームあたり３名までとする。 

（４）選手及び役員は本大会１チームにのみ登録することができ，他の都道府県の大会を通して，他のチー

ムで参加していないこと。 

（５）チーム代表者は２０歳以上であり，チームを指導掌握し，責任を負うことのできる者であること。但

し，複数のチームの代表者を兼ねることはできない。 

（６）１チームあたり３～２０名とし，過半数が県内在住または在勤・在学者により構成されたチームであ

ること。 

（７）チームの責任において、傷害保険（スポーツ安全保険等）に加入していること。 

（８）チームにフットサル審判資格を取得している者が２名以上いること。 

（９）参加チームは，１加盟団体で 1 チームとする。 

 ７ 大会形式  

（１）１次ラウンド及び決勝ラウンド方式とする。不戦勝の対戦成績は３－０とする。 

（２）原則として、前年度上位チームを除く、参加チームをグループに分けてリーグ戦を行い、上位チーム

が決勝ラウンドへ進出する。 

但し，参加チーム数により、前年度上位チームの 1 次ラウンドからの参加もある。 

① １次ラウンド：グループ内の上位チームが決勝ラウンドに進出する。 

     グループ内の勝点合計の多いチームを上位とする。勝点は勝ち３，引き分け１，負け０とする。

但し，勝点合計が同じ場合は、以下の順序により決定する。 

１）当該チーム間の対戦成績 



２）当該チーム間の得失点差 

３）当該チーム間の総得点数 

４）グループ内の総得失点差 

５）グループ内の総得点 

６）下記に基づく警告・退場ポイントがより少ないチーム 

   ⅰイエローカード１枚              １ポイント 

   ⅱイエローカード２枚によるレッドカード１枚   ３ポイント 

   ⅲレッドカード１枚               ３ポイント 

   ⅳイエローカード１枚に続くレッドカード１枚   ４ポイント 

７）抽選 

  ② 各グループ２位の中で成績上位のチームは、各グループにおける勝点合計の多いチームを上位とす

る。勝点の合計が同じ場合は、以下の順序により決定する。 

１）各グループにおける総得失点差 

２）各グループにおける総得点数 

３）抽選 

（３）決勝ラウンド：ノックアウト方式で行う。３位決定戦も行う。 

1 次ラウンド上位チームに、シードの前年度上位チームを加えた，ノックアウト方式とする。 

      但し，参加チーム数によりシードチームの 1 次ラウンドからの出場もある。 

 ８ 競技規則  

  大会実施年度の「フットサル競技規則」による。 

 ９ 競技会規定  

以下の項目については，本大会で規定する。 

（１）ピッチ：原則として，４０ｍ×２０ｍとする。（使用会場による） 

（２）ボール：日本協会公認の 4 号球（モルテン製ヴァンタッジオ 4000  フットサル） 

（３）競技者の数：競技者の数 5 名 交代要員の数 9 名以内  

ピッチ上でプレーできる外国籍選手の数 ２名以内 

（４）チーム役員の数：5 名以内（ただし、通訳が試合に登録されている場合は、6 名以内とする。） 

（５）競技者の用具 

 ① ユニフォーム： 

ア）ＦＰ・ＧＫともに，色彩が異なり判別しやすい正副のユニフォーム（シャツ，ショーツ，スト

ッキング）を参加申込書に記載し，試合会場に持参し、いずれかを着用しなければならない。 

イ）チームのユニフォームのうち，シャツの色彩は審判員が通常着用する黒色と明確に判別しうる

ものであること。 

ウ）ＦＰとして試合に登録された選手がＧＫに代わる場合，その試合でＧＫが着用するシャツと同

一の色彩及び同一のデザインで，かつ自分自身の背番号をついたものを着用すること。 

ただし，けがや退場処分など突発的な，やむを得ない状況で，ゴールキーパーが不在となった

場合に限り，主審の判断でゴールキーパーのユニフォームを前述以外のユニフォームで代用するこ

とができる。 

   エ）シャツ前面，背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること。ショーツにも選手番号を付け

ることが望ましい。選手番号は服地と明確に区別し得る色彩であり，かつ判別が容易なサイズのも

のでなければならない。 

オ）選手番号については１から９９までの整数とし，０は認めない。1 番はＧＫがつけることとす

る。必ず，本大会の参加申込書に記載された選手固有の番号を付けること。 



カ）ユニフォームへの広告表示については，日本協会の承認を受けている場合のみこれを認める。

ユニフォーム広告掲示（回答）の写しを提出すること。ただし、ユニフォーム広告表示により生

じる会場等への広告掲出料等の経費は当該チームにて負担すること。 

キ）オリジナルユニフォームでの参加を原則とし，各国の代表チームやプロチームのレプリカでの 

出場は不可とする。 

ク）参加チームのキャプテンは，キャプテンであることを明確に示すアームバンド（キャプテンマー

ク）を着用してもよい。 

ケ）ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、また外部に着用する場合、ソックス

と同色でなくてもよい。 

コ）アンダーシャツ、アンダーショーツ及びタイツの色は問わない。但し、原則としてチーム内で 

同色のものを着用すること。GK は別の色でも可。 

サ）その他，ユニフォームに関する事項については，日本協会のユニフォーム規程に則る。 

② シューズ： 

  キャンバス，または柔らかい皮革製で、靴底がゴム，または類似の材質でできており，接地面は

凹凸がなく，飴色・白色もしくは無色透明のフットサルシューズトレーニングシューズ，または体

育館用シューズタイプのもののみ使用可能とする。（スパイクシューズ及び靴底が着色されたものは

使用できない。） 

③ ビブス：交代要員は，競技者と異なる色のビブスを用意し，着用しなければならない。 

（ユニフォームのシャツと異なる２色のビブスを準備・携行しなければならない。） 

（６）試合時間：１次ラウンド：２４分間（前後半各１２分）のプレーイングタイムとし、ハーフタイムの

インターバルは３分間（前半終了から後半開始まで）とする。 

          ※但し，１次ラウンドは，参加チーム数により試合時間・計測方法の変更がある。 

決勝ラウンド：４０分間（前後半各２０分）のプレーイングタイムとし、ハーフタイムの

インターバルは５分間（前半終了から後半開始まで）とする。 

（７）試合の勝者を決定する方法（試合時間内で勝敗が決しない場合） 

① １次ラウンド 引き分け 

  ② 決勝ラウンド 

ア）準決勝までは延長を行わず，ＰＫ方式（５人）により勝敗を決定する。 

ＰＫ方式に入る前のインターバルは 1 分間とする。 

イ）決勝のみ６分間（前後半各３分間）延長戦を行い，なお決しない時はＰＫ方式（３人）により，

勝敗を決定する。延長戦に入る前のインターバルは 3 分間とし，ＰＫ方式に入る前のインターバ

ルは 1 分間とする。 

（８）ベンチ着席できる人数は，フットサル大会登録票によりあらかじめ登録され，試合前に提出したメン

バー票に記載された交代要員９名・役員５名を含め１４名を上限とする。 

選手及び役員を兼任する場合は，ベンチ入り人数において選手・役員双方に記入するものとする。 

また，役員が５名を超えない場合に限り，試合に出場しない登録選手を役員として試合登録役員と

してベンチ入りを認める。なお，この際の服装はユニフォームではなく，選手と区別できる服装とす

る。 

（９）試合開始以前に提出されるメンバー表に記載され，大会登録選手で出場資格を有すると確認されてい

る選手が，試合開始時に不在の場合は，以下のとおりとする。 

 ⅰ 前半キックオフ後，後半キックオフ前にピッチに到着した場合   

前半は出場できず，ベンチに入ることもできない。 

ハーフタイムの時間内に主審の承認を得ると，後半開始時より試合に出場できる。 



   ⅱ 後半キックオフ後，ピッチに到着した場合 

       試合に出場できず，ベンチに入ることもできない。 

（１０）試合中の飲料は水のほか、スポーツドリンク、経口補水液も可とする。ただし、指定された場所で

のみは認める。ピッチ内での飲水は認めない。 

１０ 懲 罰  

（１）本大会において退場を命じられた選手は，自動的に本大会の次の１試合に出場できず，それ以降の処

置については大会規律・フェアプレー委員会で決定する。 

（２）本大会期間中に警告の累積が２回に及んだ選手は，自動的に本大会の次の１試合に出場できない。 

（３）前項により出場停止処分を受けたとき，１次ラウンド終了時点で警告の累積が 1 回のとき、または

本大会の終了時で警告の累積が 1 回の時は、警告の累積は消滅する。 

（４）本大会終了時点で未消化となる出場停止処分は、関東大会を懲罰規定上の同一競技会とみなし、順次

消化するものとする。関東予選に出場しない場合は、当該チームの出場する直近のフットサル公式試合

にて消化する。 

（５）その他、本大会の懲罰に関する事項については、本大会の大会規律委員会が決定する。委員長は県協

会フットサル委員会委員長とする。 

１１ 参加申込み  

（１）１チームあたり２６名（選手２０名，役員６名）を上限とし、選手は本県に登録していること。 

（２）チーム名は短縮語（FC や SC など）を除き、日本語で表記しなければならない。 

（３）別添の下記の書類①登録票・参加申込書をダウンロードし，メールで申し込むこと。 

① 登録票・参加申込書（申込み締め切り日までに、宮川宛メールすること） 

ｘｘｓｑｇ５０９＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ（半角で入力） 

② 大会参加費納入報告書 振込み明細書のコピーを添付すること。 

③ ユニフォーム広告掲示（回答）の写し（ユニフォームに広告等がある場合） 

  ※ ② ③ は監督会議に持参すること。 

（４）申込み締め切り ２０２０年９月２７日（日）必着 

（大会エントリー及び参加費が遅れた場合は、参加を認めない。） 

（５）前項の申込み締切日以降の参加申込み内容の変更は認めない。 

１２ 参加費  

  大会参加費：３０，０００円 

  振込先口座：足利銀行 一条町支店 普通 ３２９８０３４ 

              公益社団法人栃木県サッカー協会（一般） 代表理事 星野 務 

        ※ 必ず「チーム名」を明記して，申込み締め切り日までに振込むこと。 

１３ 代表者会議  

 （１）日 時 ２０２０年１０月２日（金）午後7 時から 

（２）場 所 （公社）栃木県サッカー協会 事務所 駐車場は別添参照 

     ※代表者会議に無断欠席をした場合，不参加扱いとする。 

１４ 電子選手証  

  各チームの登録選手は、原則として日本協会発行の選手証を持参しなければならない。ただし、写真貼

付により、顔の認識ができるものであること。 

※ 選手証とは、日本協会 WEB 登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を印

刷したもの、またスマートフォンや PC 等の画面に表示したものを示す。 

１５ 表 彰  

  優勝，準優勝，第３位のチームを表彰する。 



１６ 代表資格  

優勝・準優勝チームは，第２６回全日本フットサル選手権大会関東大会に本県代表として，出場する

義務を負う。（本年度は開催県シードがあるため） 

関東大会 群馬県 日程は未定２０２１年１月 

１７ その他  

※ 新型コロナ感染拡大防止対策のため、別添の感染症予防ガイドライン及び大会参加の注意事項遵

守する。 

① 試合日程は栃木県フットサル委員会内で協議し決定する。 

② 参加チームは，栃木県フットサル委員会において特別な事情がある場合，日程等の変更に応じな

ければならない。 

③ 大会要項に違反し，その他，不都合な行為のあった個人またはチームは出場を停止する。勝点を

剥奪する場合もある。 

④ マッチコーディネーションミーティングは、原則として前の試合の後半開始時から行う。但し、

第１試合については３０分前とする。 

１５分以上遅刻の場合は、不戦敗（０－３）とする。 

  ユニフォーム（正・副）とビブス（２色），メンバー表４部（チームで印刷）を持参すること。 

メンバー表は，監督会議で配布したメンバーシートをコピーして使用すること。 

⑤ 競技中の疾病、傷病等の応急処置は主催者側で行うが，その後の責は負わない。 

⑥ ピッチレベルでの飲料は、指定した場所でのみ認める。ピッチ内は認めない。 

⑦ 本大会の試合に関する動画・写真等の権利は全て栃木県協会フットサル委員会に帰属する。 

⑧ ごみはすべて各チームで持ち帰ること。また喫煙は指定された場以外ではしないこと。土足も厳

禁とする。 

⑨ 指定された場所以外では，ボールを使っての練習は禁止する。 

⑩ 会場準備及び会場の片づけについては，大会事務局の指示に従い参加チームで行うこと。 

⑪ 県協会および大会関係者は，参加者の負傷，傷病，障害及び会場の備品破損に対しては一切の責

任を負わないものとする。（チームの責任で処理をすること。） 

⑫ 参加に要する経費は，すべて参加者負担とする。 

 

 本実施要項に記載のない事項については、フットサル委員会にて決定する。 

 

 

１８．問い合わせ先  

大会担当者 公益社団法人栃木県サッカー協会 

        フットサル委員長 宮川 進 

          Ｔｅｌ ０９０－３３１８－６８４４ 

          Ｅ-mail ｘｘｓｑｇ５０９＠ｙａｈｏｏ.ｃｏ.ｊｐ 

 


